痛みの評価

痛みがいつ、どんなときに何処がどの程度、どのくらいの時間続くのかを明確にする。

1． 痛みの分類

1）痛みの性質から見た分類　　　　　１次痛　　　　　２次痛　　　　　　　

2）部位から見た分類　　　　　　①表在痛　　②深部痛　　③内臓痛

3）臨床における一般的分類

　①運動時痛　　自動運動　　他動運動　　　　③夜間痛　　　　　　　⑤放散痛

　②安静時痛　　　　　　　　　　　　　　　　④圧痛　　　　　　　　⑥関連痛

　手順

1） 問診

1 どのような肢位や動作時に痛みが出現するのか？

2 痛みの部位

③痛みの質

　　

④痛みの程度　（VAS）

⑤痛みの持続時間またはその発現時刻

2） 運動検査

関節運動（自動運動と他動運動）操作により関節内または関節周辺の軟部組織（関節包、靭帯、筋、皮膚など）の内圧を上昇させたり、力学的歪みを起こしたりして、運動痛を誘発する検査。

収縮痛や短縮痛を誘発させるには痛みを発現させていると思われる筋の解剖学的な起始と停止を最大限に近づけるように動かすことが大事。

3） 触診検査

痛みの原発部位に対し経皮的に母指で圧迫を加える。圧迫を加える方向、程度を色々変化させて、最も痛みの程度の強い部位を決定し、その正確な解剖学的部位、痛みの種類、母指に感じ取れる痛み部位の性状（浮腫様のブヨブヨした感じ、硬いコロコロした感じなど）、放散痛の範囲、関連痛の部位、範囲を調べる。

4） 記録

正確に記録

痛みの評価

Ｎｏ　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　男・女　年齢　　　　歳　検査日　　　　　　　　

診断名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現症：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

安静時痛：無・有　　肢位：　　　　　　　　　　　程度　　　点（VAS）　　　鋭痛・鈍痛　　　　

　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

夜間痛：無・有　　鋭痛・鈍痛　　　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運動痛：無・有　　　

運動部位とその方向に伴う痛みの種類とその程度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

関連痛　　　部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度　強・中・弱

放散痛　　　範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度　強・中・弱

圧痛：無・有　　　鋭痛・鈍痛　　部位：①　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　

③　　　　　　　　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　　　　

　　　性状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

関連痛　　　部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度　強・中・弱

放散痛　　　範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　程度　強・中・弱
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